
内
成
の
棚
田
に
つ
い
て

佐
　
藤
　
末
　
喜

　
（
は
じ
め
に
）

　
石
城
寺
を
頂
点
と
し
て
広
が
る
内
政
の
棚
田
は
、
フ
几
九
九
年
長
永

吉
の
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
た
。
長
永
吉
・
農
村
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
が
公
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
「
平
均
勾
配
　
一
／
一
〇

・
面
積
四
一
。
七
厄
　
・
枚
数
一
〇
〇
〇
枚
　
・
法
面
構
造
　
石
・
水

源
　
河
川
　
・
開
発
起
源
　
近
世
」
と
な
っ
て
い
る
。
大
分
県
か
ら
は

内
成
の
ほ
か
に
隣
村
の
挟
間
町
詰
・
由
布
川
奥
詰
棚
田
な
ど
五
箇
所
が

選
ば
れ
て
い
る
が
、
規
模
、
景
観
の
い
ず
れ
を
み
て
も
県
内
は
も
ち
ろ

ん
九
州
屈
指
の
棚
田
で
あ
る
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
。
棚
田
は
日
本
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
も
い
わ
れ
る
歴
史
的
文
化
遺
産
と
し
て
、
ま
た
日
本
の

原
風
景
と
も
言
わ
れ
る
美
し
い
景
観
に
対
す
る
郷
愁
と
し
て
近
時
ま
す

ま
す
関
心
を
高
め
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
棚
田
の
開
発
起
源
を
探
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
内
戚
の
歴
史
の
一
端
を
検
証
し
て
み
た
い
。

（
水
源
）

　
石
城
寺
の
麓
か
ら
の
湧
水
が
水
源
で
あ
る
。
豊
後
国
志
に
よ
れ
ば
こ

の
湧
水
は

「
石
上
寺

　
　
在
笠
和
郷
内
成
村
。
最
古
刹
。
安
観
音
彿
像
一
躯
。
蓋
仁
聞
所
造
。

　
　
堂
後
石
崖
出
霊
泉
。
大
旱
雨
漏
無
増
減
。
鋳
口
仁
聞
律
師
加
持
水
。
」

と
あ
り
仁
聞
菩
薩
の
霊
験
譚
と
と
も
に
古
く
か
ら
の
湧
水
源
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
雄
城
雑
誌
に
は
石
城
寺
七
奇
の
Ｉ
つ
と
し
て

　
二
　
水
ロ
ニ
虚
空
ヨ
リ
石
落
、
両
川
二
堰
半
分
ル
事
。
寛
治
二
年
此

事
ア
リ
。
」
と
記
し
大
石
が
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
年
）
に
落
ち
た
と

し
て
い
る
。
里
人
は
こ
の
大
石
が
水
の
流
れ
を
左
右
等
量
に
分
け
て
い

る
の
で
「
水
分
石
」
と
呼
ん
で
い
る
。
石
城
寺
は
文
化
年
間
（
一
八
〇

四
～
一
八
）
に
札
所
に
指
定
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
御
詠
歌
は

　
　
あ
ら
そ
い
じ
み
ず
を
わ
け
ぬ
る
せ
き
じ
ょ
う
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
に
あ
い
ふ
か
き
じ
ひ
の
な
が
れ
を

で
あ
る
。
こ
の
歌
の
中
に
、
一
説
に
い
う
里
人
た
ち
の
水
争
い
と
水
利

権
を
握
る
石
城
寺
の
権
威
的
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
国
志
に

謂
う
「
大
旱
雨
漏
無
増
減
」
は
現
在
で
も
同
様
で
あ
り
、
水
量
豊
富
で

大
雨
後
に
も
濁
る
こ
と
が
な
い
不
思
議
な
湧
水
で
あ
る
。
志
賀
史
光
氏

に
よ
れ
ば
こ
の
湧
水
は
「
小
鹿
山
火
山
岩
類
（
小
杉
火
砕
流
堆
積
物
や

乙
原
溶
岩
）
と
由
布
川
火
砕
流
堆
積
物
の
境
界
に
位
置
す
る
」
と
い
う
。

41



お
な
じ
水
系
に
属
す
る
志
高
湖
（
海
抜
五
七
〇
米
）
や
神
楽
女
湖
（
海

抜
五
五
〇
米
）
に
は
地
下
水
や
湧
水
が
な
く
専
ら
周
辺
の
草
原
か
ら
流

れ
込
む
雨
水
を
供
給
源
と
し
て
い
る
の
は
、
別
府
周
辺
の
湧
水
の
高
度

が
二
〇
〇
～
四
〇
〇
米
に
収
斂
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
海

抜
五
〇
〇
米
を
超
え
る
湧
水
口
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
七
城
寺
湧
水
は
海
抜
四
五
〇
米
・
村
で
一
番
の
高
所
に
あ
り
、
天
然

の
条
件
に
恵
ま
れ
て
用
水
路
の
開
削
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
潅
漑
範
囲
は
太
郎
丸
（
海
抜
三
〇
〇
米
べ
・
梶
原
（
同
二

五
〇
米
）
・
勢
場
（
同
二
五
〇
米
）
・
中
の
迫
（
同
二
〇
〇
米
）
・
で
、

御
園
や
勢
家
に
は
配
水
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
内
成
に
は
こ
の
ほ
か

に
も
小
湧
水
が
あ
り
、
大
神
峰
神
社
境
内
の
湧
水
と
下
畑
の
湧
水
を
合

わ
せ
て
下
畑
集
落
の
潅
漑
に
当
て
て
い
た
。
鎔
掛
集
落
は
現
在
の
別
府

の
森
ゴ
ル
フ
場
付
近
か
ら
の
湧
水
を
利
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
法
面
構
造
）

　
殆
ん
ど
の
畦
畔
が
石
積
で
あ
る
。
石
積
に
よ
る
棚
田
造
成
作
業
の
順

序
と
し
て
は
、
「
殼
初
に
石
積
み
が
築
か
れ
、
そ
れ
か
ら
表
土
、
或
は

畑
で
あ
れ
ば
耕
土
を
脇
に
寄
せ
る
。
次
に
予
定
す
る
湛
水
面
よ
り
高
い

山
側
の
土
を
掘
り
取
っ
て
、
低
い
谷
側
に
築
い
た
石
積
の
所
ま
で
運
ん

で
平
坦
に
し
た
後
、
漏
水
を
防
ぐ
た
め
に
平
坦
面
に
粘
土
を
敷
き
固
め

て
、
表
土
・
耕
土
を
戻
し
て
な
ら
し
棚
田
が
出
来
る
。
畦
畔
が
石
積
に

な
る
に
は
、
表
土
の
下
に
疎
か
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
傾

斜
の
急
な
棚
田
に
は
よ
そ
か
ら
疎
を
運
ん
で
く
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
」

（
中
島
峰
広
・
日
本
の
棚
田
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
内
成
に
は
土
の
下
か
ら
出
る
野
石
が
多
く
あ
り
こ
れ
が
大
部
分
使
用

さ
れ
た
が
そ
の
殆
ん
ど
が
角
疎
で
あ
る
。

　
石
積
に
よ
る
棚
田
の
造
成
作
業
に
は
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
し
た
。

和
歌
山
県
紀
和
町
史
編
纂
委
員
会
が
町
内
・
丸
山
に
あ
る
千
枚
田
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ス
」
）
ａ
当
た
り
延
べ
三
〇
〇
人
～
四
〇

〇
人
の
労
働
力
が
必
要
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　
中
高
峰
広
氏
が
宮
崎
県
諸
塚
村
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
Ｔ
几
四
〇
年

代
に
人
力
と
カ
ル
イ
（
背
負
い
篭
）
　
・
カ
タ
ク
チ
（
手
篭
）
　
・
唐
鍬
な

ど
の
簡
単
な
作
業
用
具
の
み
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
棚
田
造
成
作
業
に

お
い
て
、
一
〇
ａ
当
た
り
延
べ
四
〇
〇
人
前
後
を
必
要
と
し
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
諸
塚
村
の
具
体
例
で
は
、
作
業
の
効
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
こ
一
戸
の
農
家
が
結
を
つ
く
り
、
各
戸
Ｔ
人
ず
つ
出
役
し
て
毎
年

春
、
秋
の
農
閑
期
に
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
、
計
二
週
間
ほ
ど
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
計
算
で
て
Ｉ
戸
の
全
農
家
が
Ｉ
〇
ａ
の
棚
田
を
完
成
さ
せ
る
の
に

二
八
年
間
を
要
し
た
。
し
た
が
っ
て
各
戸
平
均
三
三
ａ
の
棚
田
が
ひ
ら

か
れ
る
の
に
は
Ｉ
〇
〇
年
以
上
の
年
月
が
か
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
る
。
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内
成
の
場
合
も
手
順
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

結
い
を
つ
く
り
共
同
作
業
を
す
る
上
で
、
こ
の
村
に
特
有
の
神
家
（
ジ

ン
ガ
・
宮
座
の
別
称
）
の
組
織
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
推
測
し
て
い
る
。
「
内
成
の
棚
田
を
守
る
会
」
の
二
宮
浦
康
会
長

は
「
内
成
に
は
昔
か
ら
石
工
と
大
工
が
多
か
っ
た
。
石
工
は
チ
ー
ム
を

組
ん
で
遠
く
鹿
児
島
方
面
ま
で
も
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
七

島
蘭
も
孟
宗
竹
も
こ
れ
ら
の
石
工
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

伝
承
か
お
る
。
石
積
み
の
技
術
は
相
当
古
く
か
ら
こ
の
地
に
根
づ
い
て

い
た
。
」
と
話
す
。
材
料
と
し
て
の
石
が
豊
富
で
あ
り
、
石
工
が
い
て

石
積
み
の
技
術
が
高
い
こ
と
な
ど
内
成
に
は
棚
田
造
成
の
条
件
が
揃
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
長
い
年
月
を
か
け
て
棚
田
が
出

来
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
開
発
起
源
）

　
農
水
省
の
デ
ー
タ
で
は
近
世
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
学
上
近
世
は
、

豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
の
後
北
条
氏
を
滅
ぼ
し
て
戦
国
の
騒
乱
に
終
止
符

を
打
ち
、
全
国
を
統
合
し
た
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
年
）
か
ら
、
江

戸
幕
府
第
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
政
権
を
朝
廷
に
返
還
し
た
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
年
）
ま
で
の
約
ニ
ハ
○
年
間
を
い
う
。
要
す
る
に
豊
臣

秀
吉
の
時
代
と
江
戸
時
代
と
を
ひ
と
く
く
り
に
し
た
幕
藩
体
制
の
時
代

を
近
世
と
し
て
捉
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
豊
後
の
場
合
は
、
文
禄
二

年
（
一
五
九
三
年
）
の
大
友
除
国
後
、
所
謂
太
閤
検
地
を
経
て
小
藩
分

立
と
な
り
、
府
内
藩
主
に
早
川
長
敏
が
封
じ
ら
れ
た
文
禄
三
年
か
ら
近

世
が
始
ま
る
と
考
え
て
い
い
。
ご
く
大
ま
か
に
言
え
ば
内
成
の
棚
田
は
、

西
暦
・
一
六
〇
〇
年
、
閤
が
原
の
戦
い
が
あ
っ
た
頃
以
降
に
造
成
さ
れ

は
じ
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
農
本
省
デ
ー
タ
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る

が
、
筆
者
は
も
う
少
し
古
い
起
源
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
少
な
く
と
も
中
世
中
期
に
は
棚
田
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
根
拠
を
以
下
に
述
べ
る
。

　
（
Ｉ
）
迫
田
型
棚
田
の
典
型

　
海
老
沢
衷
氏
は
「
荘
園
公
領
制
と
中
世
村
落
」
で
、
迫
田
型
の
棚
田

を
Ｂ
型
と
し
て
「
（
Ｂ
型
の
棚
田
は
）
　
一
三
世
紀
以
降
荘
園
史
料
で
も

確
認
で
き
る
も
ぼ
で
、
狭
い
谷
間
を
這
う
よ
う
に
上
る
棚
田
で
あ
る
。

水
量
の
多
い
湧
水
点
（
イ
ノ
コ
）
が
あ
る
場
合
に
発
達
し
た
も
の
と
な

る
。
多
く
の
場
合
湿
田
で
あ
り
、
中
世
に
は
安
定
し
た
収
量
を
見
込
め

る
水
田
と
し
て
領
主
の
直
轄
田
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
Ｂ
型
の
棚
田

が
発
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず
中
世
以
来
の
寺
庵
が
あ
り
、
石

造
文
化
財
や
古
屋
敷
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
」
と
解
説
し
て
い
る
。

迫
田
型
の
棚
田
が
す
べ
て
こ
の
類
型
に
あ
て
は
ま
る
と
は
断
言
で
き
な

い
が
、
内
成
の
場
合
は
こ
れ
に
ぴ
た
り
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ま
ず
湧
水
点
（
イ
ノ
コ
）
が
豊
富
な
水
量
を
持
つ
こ
と
。
弘
安
図
田
帳

に
地
頭
相
模
四
郎
（
北
条
師
時
に
比
定
）
と
あ
り
北
条
得
宗
頷
で
あ
る

こ
と
。
伝
承
で
は
あ
る
が
、
宝
亀
年
中
創
立
の
石
城
寺
や
元
慶
元
年

（
八
七
七
）
創
建
の
大
神
峰
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
七
佛
七
社
が
あ
り
、

大
正
の
兵
火
に
そ
の
い
ず
れ
も
が
滅
亡
し
た
と
い
う
。
七
佛
七
社
の
う

ち
い
く
っ
か
は
江
戸
期
に
再
興
さ
れ
、
廃
絶
し
た
寺
庵
も
そ
の
痕
跡
が

確
認
で
き
る
の
で
、
中
世
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
天
正

の
兵
火
と
は
、
薩
摩
・
島
津
軍
が
豊
後
に
攻
め
入
り
乱
暴
・
狼
籍
の
限

り
を
尽
く
し
た
大
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
の
豊
薩
戦
争
の
こ
と
を
謂

い
、
中
世
の
最
末
期
の
出
来
事
で
あ
る
。
ま
た
、
内
成
に
は
大
神
峰
神

社
を
中
心
と
す
る
宮
座
（
神
家
・
ジ
ン
ガ
）
が
あ
り
昭
和
初
年
ま
で
存

続
し
て
い
た
。
宮
座
は
神
社
の
経
営
な
い
し
神
事
の
執
行
に
関
す
る
独

占
的
権
利
を
有
す
る
氏
子
集
団
の
組
織
を
い
う
が
、
そ
の
発
生
は
お
お

む
ね
中
世
と
い
わ
れ
て
い
る
。
内
成
の
宮
座
・
神
家
が
中
世
に
起
源
を

持
つ
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
宮
座
の
存
在
そ
の

も
の
が
中
世
の
村
の
残
影
の
一
つ
で
あ
り
正
に
生
き
た
中
世
史
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
内
成
は
海
老
沢
氏
の
指
摘
す
る
条

件
に
ぴ
っ
た
り
適
合
す
る
棚
田
で
あ
り
、
中
世
の
開
発
起
源
を
う
か
が

わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

　
（
Ｈ
）
村
高

　
豊
後
国
図
田
帳
案
（
弘
安
八
年
・
一
二
八
五
年
）
に

「
内
梨
畑
　
大
略
依
為
畠
地
、
代
不
分
明
也
、
地
頭
相
模
四
郎
」
と
あ

る
。
読
み
下
し
す
れ
ば
「
内
梨
畑
　
大
略
畠
た
る
に
よ
り
、
代
不
分
明

な
り
、
地
頭
相
模
四
郎
」
。
口
語
訳
で
は
「
ほ
と
ん
ど
畠
で
あ
る
の
で
、

田
数
は
不
明
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
内
梨
畑
は
ま
た
内
梨
子
村
（
足
利
義
満
袖
判
下
文
・
永
和
元
年
）
と

も
内
梨
子
畑
（
親
世
当
知
行
所
領
所
職
等
注
進
状
案
・
永
徳
三
年
）
と

も
書
か
れ
て
い
る
が
、
地
元
の
史
料
で
あ
る
小
平
の
山
神
社
に
残
る
長

禄
二
年
の
棟
札
に
は

　
「
内
梨
内
下
尾
平
山
神
御
宮
之
事
旦
那
下
尾
平
之
弁
才
子
十
郎
太
郎
立

願
作
中
所
也
」
と
あ
り
、
一
四
五
八
年
に
当
た
る
長
禄
二
年
に
「
内
梨
」

の
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
内
梨
」
・
「
内

梨
畑
」
・
「
内
梨
子
村
」
を
同
一
の
も
の
と
し
て
、
現
在
の
内
成
に
比
定

す
る
こ
と
は
定
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
弘
安
八
年
の
段
階
で
は
内
成

は
畠
ば
か
り
で
水
田
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
石

城
寺
の
下
か
ら
豊
富
な
湧
水
が
あ
る
の
に
、
水
田
が
開
か
れ
て
い
な
い

と
い
う
の
は
奇
妙
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
正
保
四
年
（
一
六
四
七
年
）
に
成
立
し
た
豊
後
国
郷
帳
（
正
保
郷
帳
）

に
よ
る
と
。

　
日
根
野
織
部
正
領
分
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高
　
四
百
九
拾
弐
石
四
斗
七
升
三
合
　
　
　
　
　
笠
利
郷

　
　
内
　
三
百
三
拾
ハ
石
六
斗
壱
合
　
　
　
　
田
方
　
　
　
内
成
村

　
　
　
　
百
五
拾
三
石
ハ
斗
七
升
弐
合
　
　
　
畠
方
　
　
　
　
末
山
有

と
な
っ
て
お
り
、
水
田
面
積
の
多
い
生
産
力
の
高
い
大
村
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
府
内
藩
中
郷
内
成
組
と
し
て
大
庄
屋
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
か
ら
み
れ
ば
、
弘
安
八
年
か
ら
正
保
四
年

ま
で
の
約
三
六
〇
年
間
に
畠
が
棚
田
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
先
に

も
引
用
し
た
よ
う
に
、
石
積
の
棚
田
造
成
に
は
多
く
の
労
働
力
が
必
要

で
あ
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
の
造
成
と
な
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
Ｉ
〇

〇
年
～
一
五
〇
年
は
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
単
純
に
考
え
れ
ば
少
な
く

と
も
一
五
〇
〇
年
頃
、
中
世
末
期
に
は
棚
田
の
造
成
が
始
ま
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
開
発
起
源
を
近
世
と
限
定
す
る
根
拠
は
乏
し

い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
小
出
博
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
は
段
状
に
な
っ
た
耕
地
を
梯

田
と
呼
ん
で
田
と
畑
を
区
別
せ
ず
に
用
い
、
日
本
に
お
け
る
棚
田
と
段
々

畑
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
弘
安
図
田
帳
に
お

け
る
「
大
略
依
為
畠
地
」
の
畑
地
に
も
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
区
別
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
小
規
模
の
棚
田
は
存
在

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
中
島
峰
広
氏
は
棚
田
の
造
成
過
程
に
つ
い
て
、
「
上
肢
と
石
積
の
棚

田
を
造
成
の
時
期
で
比
較
し
て
み
る
と
、
歴
史
的
に
は
造
成
が
容
易
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
小
区
画
の
士
彼
の
棚
田
が
先
に
つ
く
ら
れ
、
後
に

比
較
的
区
画
の
大
き
い
石
積
が
現
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
土

の
下
に
藻
の
あ
る
と
こ
ろ
で
も
、
最
初
士
族
で
固
め
ら
れ
て
い
た
も
の

が
後
に
石
工
技
術
の
発
達
・
背
反
に
よ
り
、
崩
壊
し
に
く
い
石
積
に
か

え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
（
日
本
の
棚
田
）
と
書
い
て
い

る
。
内
成
の
場
合
も
お
そ
ら
く
最
初
は
土
彼
て
棚
田
が
っ
く
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
水
田
は
相
当
早
く
か
ら
、
少
な
く
も
中
世
中
期
か
ら
開

正保４年（1647 ・豊後国郷帳）

明暦３年（1657 ・御取ケ郷帳）

元禄14年（1701 ・元禄郷帳）

天保５年（1834 ・天保郷帳）

明治初年（1868・|日高旧頭取調帳）

492,473石（100.00％）

510,962石（103.75％）

526,032石（106.81％）

595,047石（120.83％）

5唇047石（120.83％）

け
て
い
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え

な
け
れ
ば
、
近
世
の
入
口
で
あ
る
正
保
四
年
の
豊

後
国
郷
帳
に
み
る
田
方
・
三
百
三
拾
石
余
の
石
高

が
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
Ⅲ
）
近
世
の
村
高
（
生
産
高
）
の
推
移

　
次
に
村
高
の
推
移
に
よ
っ
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

　
正
保
郷
帳
で
は
田
方
三
三
八
石
余
、
畠
方
一
五

三
石
余
の
区
別
が
あ
り
そ
れ
に
よ
る
と
田
方
六

八
。
七
％
、
畠
方
ご
二
。
三
％
の
割
合
に
な
る
。

明
暦
以
降
は
区
別
が
な
く
合
計
の
石
高
で
表
示
さ

れ
て
い
る
が
、
田
方
・
畠
方
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
っ
た
と
み
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
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る
。
元
禄
郷
帳
か
ら
天
保
郷
帳
ま
で
の
一
三
〇
年
間
に
約
七
〇
石
の
増

加
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
小
平
井
路
の
開
削
（
貞
享
四
年
・
一
六
八
七
）

に
よ
っ
て
技
村
・
詰
村
と
小
平
村
が
水
懸
か
り
に
な
っ
た
こ
と
の
成
果

で
あ
る
。
当
時
の
内
成
村
は
現
挟
間
町
詰
・
小
平
地
区
を
技
郷
（
技
村
）

と
し
て
抱
え
て
い
た
が
、
本
橋
の
対
象
で
あ
る
内
成
棚
田
は
本
村
に
位

置
し
、
現
別
府
市
に
属
す
る
。
小
平
井
路
の
開
削
に
よ
る
増
加
と
農
業

技
術
の
進
歩
に
よ
る
増
収
を
控
除
す
れ
ば
、
正
保
か
ら
明
治
初
年
に
い

た
る
二
二
〇
年
の
内
成
村
の
石
高
は
ほ
ぼ
平
行
で
あ
べ
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
内
成
・
本
村
は
中
世
末
か
ら
殆
ん

ど
生
産
高
に
変
化
の
な
い
状
況
が
明
治
ま
で
続
い
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
中
世
に
開
発
造
成
さ
れ
た
棚
田
を
中
心
と
す
る
生
産

基
盤
を
引
き
つ
い
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
Ⅳ
）
小
平
井
路
の
開
削

　
天
利
元
年
（
一
六
八
一
）
　
一
月
、
内
成
村
の
技
村
・
小
平
村
の
六
左

衛
門
（
大
野
氏
）
ら
が
発
起
し
て
、
由
布
川
上
流
の
現
別
府
市
大
字
東

出
合
棚
に
取
水
す
る
小
平
井
路
の
開
削
が
具
体
化
さ
れ
た
。
当
初
の
計

画
ル
ー
ト
は
小
平
村
か
ら
詰
村
を
経
て
内
成
村
下
畑
へ
と
通
す
予
定
で

あ
っ
た
が
、
貞
亨
元
年
（
ヱ
ハ
八
四
）
二
月
に
内
成
村
大
庄
屋
太
郎
右

衛
門
（
平
野
氏
）
が
「
聊
間
進
の
廉
に
て
御
退
役
」
と
な
っ
た
た
め
工

事
は
中
断
さ
れ
た
。
二
年
の
の
ち
貞
享
三
年
十
月
、
内
成
打
火
庄
屋
を

兼
ね
て
い
た
来
鉢
村
大
庄
屋
市
左
衛
門
（
加
藤
氏
）
の
要
請
に
よ
り
通

水
ル
ー
ト
が
当
初
の
内
成
村
か
ら
来
鉢
村
へ
と
変
更
さ
れ
て
、
翌
貞
享

四
年
三
月
完
成
し
た
。
小
平
井
路
は
、
小
平
・
詰
・
田
代
・
中
畑
・
来

鉢
の
各
村
に
通
水
、
潅
漑
面
積
は
約
一
〇
〇
町
歩
に
及
び
由
布
川
左
岸

沿
い
の
集
落
を
潤
す
貴
重
な
役
割
を
現
在
ま
で
果
た
し
続
け
て
い
る
。

こ
の
井
路
の
開
削
に
よ
り
桜
村
小
平
・
詰
は
水
田
化
さ
れ
、
前
に
み
た

よ
う
に
天
保
郷
帳
で
大
幅
な
石
高
の
上
昇
を
示
し
た
が
、
と
り
わ
け
下

流
の
来
鉢
村
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
。

　
日
本
の
棚
田
百
道
に
選
ば
れ
た
「
由
布
川
奥
詰
棚
田
」
は
こ
の
と
き

を
開
発
起
源
と
す
る
。
小
平
井
路
の
開
削
経
緯
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
当
初
内
成
村
に
通
水
す
る
計
画
が
あ
っ
た
点
て
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
石
城
寺
の
湧
水
に
よ
る
水
利
が
行
き
わ
た
ら
な
い
地
域
（
下
畑
や
謐

掛
）
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
大
庄
屋
太
郎
右
衛
門
は
こ

れ
を
是
正
し
よ
う
と
し
て
頓
挫
し
た
の
で
あ
る
が
、
下
畑
や
鎚
掛
は
旧

来
の
小
湧
水
口
に
頓
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
Ｖ
）
白
ｍ
と
畑

　
日
本
で
田
と
い
え
ば
水
田
の
こ
と
で
あ
り
こ
れ
に
対
す
る
ハ
タ
ケ
の

漢
字
は
「
圃
」
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
日
常
使
っ
て
い
る
「
畠
」
や

「
畑
」
は
中
国
伝
来
の
漢
字
で
は
な
く
、
日
本
で
作
ら
れ
た
漢
字
す
な

わ
ち
国
字
で
あ
る
。
こ
の
両
字
の
相
違
に
着
目
し
て
、
白
四
は
定
畠
で
あ
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り
、
畑
は
焼
畑
で
あ
る
と
説
く
黒
田
日
出
男
氏
は
『
日
本
中
世
開
発
史
』

の
中
で
「
平
安
時
代
と
そ
の
以
前
で
は
畑
と
い
う
宇
は
使
用
さ
れ
ず
畠

の
み
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
畠
と
区
別
さ
れ
た
畑
と
い
う

宇
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
焼
畑
を
意
味
し
て

い
た
。
し
か
し
、
慶
長
・
元
和
年
間
に
な
る
と
、
同
一
検
地
帳
の
な
か

で
も
畠
と
畑
の
雨
宇
が
混
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
ほ
ぼ
寛
氷
期

に
な
る
と
畑
の
宇
で
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
」
と
解
説
し
て
い
る
。

前
に
触
れ
た
よ
う
に
弘
安
図
田
帳
に
「
内
梨
畑
」
と
「
大
略
依
為
畠
地
」

が
出
て
い
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
飯
沼
賢
司
氏
は
別
府
市
誌
の
「
得
宗
（
北
条
惣
領
家
）

領
の
内
梨
畑
」
の
項
で
「
内
成
は
鶴
見
山
の
尾
根
が
大
分
郡
方
面
に
の

び
た
上
に
展
開
す
る
村
で
あ
り
、
水
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
川
は
な

く
、
湧
き
水
を
使
用
し
て
山
の
上
に
水
田
が
聞
か
れ
た
。
鎌
倉
時
代
は

　
く
ほ
と
ん
ど
畠
で
あ
る
の
で
、
田
数
は
不
明
で
あ
る
〉
と
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
一
面
に
畠
が
広
が
る
景
観
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
〈
畑
〉

と
い
う
表
記
は
黒
田
日
出
男
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
中

世
で
は
焼
き
畑
を
示
し
て
い
る
。
開
発
当
初
は
ま
ず
焼
き
畑
が
行
わ
れ
、

や
が
て
そ
こ
が
定
畠
化
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
耕
地
の
開
発
を
要
領
よ
く
順
序
立
て
て
説
明
し
た
も
の
に
、
樋
口
清

之
氏
の
「
梅
干
と
日
本
刀
」
の
一
節
が
あ
る
。
「
ま
ず
山
を
焼
く
。
焼

畑
開
墾
が
最
初
で
あ
る
。
林
を
焼
い
て
、
そ
の
炭
や
仄
を
鋤
き
込
ん
で

土
に
入
れ
る
。
自
然
土
壊
は
酸
性
が
強
い
か
ら
、
こ
う
し
て
炭
や
仄
か

含
ん
で
い
る
ア
ル
カ
リ
で
中
性
土
壌
に
変
え
る
。
そ
こ
ヘ
カ
ブ
や
ヒ
エ
、

豆
を
蒔
い
て
収
穫
す
る
。
こ
れ
が
第
一
段
階
で
、
大
で
焼
い
て
つ
く
る

耕
作
地
だ
か
ら
、
大
の
田
、
つ
ま
り
畑
で
あ
る
。
耕
し
て
い
る
う
ち
に

水
平
に
な
り
、
本
の
根
も
腐
っ
て
な
く
な
る
。
凸
凹
も
な
く
、
妨
害
物

が
な
い
耕
作
地
だ
か
ら
、
白
い
田
、
つ
ま
り
畠
で
あ
る
。
そ
れ
が
完
全

に
な
っ
て
、
水
を
引
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
田
に
な
る
。
」

と
。
お
そ
ら
く
内
戚
の
水
田
化
・
棚
田
化
は
こ
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
弘
安
図
田
帳
の
頃
に
は
す
で
に
焼
畑
の
段
階
を

終
え
、
畠
す
な
わ
ち
定
畠
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
さ
ら
に
一

歩
進
め
て
、
定
畠
の
一
部
は
段
々
田
（
棚
田
）
と
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
ぞ
い
る
。

　
飯
沼
氏
は
続
け
て
市
詰
に
「
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
ほ
と
ん
ど
水

田
が
な
い
こ
の
よ
う
な
畑
作
地
帯
の
内
梨
子
が
な
ぜ
北
条
得
宗
領
に
組

み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
産
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
価
値
の

高
い
所
領
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
得
宗
領
の
特
色
と
し
て
海
上
交

通
・
陸
上
交
通
の
要
衝
を
そ
の
所
領
に
組
み
込
ん
で
い
る
点
が
従
来
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
梨
畑
も
交
通
上
の
要
衝
の
視
点
か
ら

考
え
る
し
か
な
い
。
」
と
断
じ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
生
産
高
の
面
で
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価
値
の
な
い
上
地
を
得
宗
家
が
所
領
と
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
交
通
の
要

衝
の
視
点
に
絞
っ
て
み
れ
ば
、
豊
前
進
が
通
っ
て
い
た
赤
松
村
や
七
蔵

司
村
、
あ
る
い
は
豊
後
進
沿
い
の
朴
木
村
や
植
坪
村
な
ど
近
在
に
候
補

地
は
多
く
あ
る
。

　
筆
者
が
前
項
（
Ｈ
）
で
強
調
し
た
よ
う
に
、
正
保
郷
帳
に
お
け
る
内

成
村
の
生
産
高
の
高
さ
は
Ｉ
朝
一
タ
に
し
て
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

弘
安
図
田
帳
の
頃
か
ら
す
で
に
一
定
の
生
産
高
が
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ

う
が
合
理
的
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
維
城
雑
誌
に
よ
れ
ば
内

成
に
は
七
仏
七
社
が
あ
り
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
仏
教
文

化
が
花
開
い
て
い
た
が
、
天
正
の
兵
火
で
滅
亡
し
た
と
い
う
。
こ
の
記

事
を
信
ず
れ
ば
二
手
口
四
方
程
度
の
小
盆
地
に
そ
の
よ
う
な
数
多
く
の

仏
教
施
設
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
に
そ
れ
を
支
え
る
経
済

的
基
盤
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
米
を
中
心
と
す
る
生
産

高
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
一
番
高
い
と
こ

ろ
に
あ
る
石
城
寺
の
豊
富
な
湧
水
源
（
イ
ノ
コ
）
で
あ
る
。
弘
安
期
の

内
梨
子
村
は
交
通
の
要
衝
と
い
う
利
点
に
加
え
て
、
生
産
高
の
高
い
価

値
あ
る
所
領
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
Ⅵ
）
神
家
（
ジ
ン
ガ
・
宮
座
）
に
つ
い
て

　
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
内
成
に
は
大
神
峰
神
社
を
中
心
と
す
る
宮

座
の
組
織
が
あ
っ
た
。
宮
座
の
構
成
員
の
呼
称
は
ま
ち
ま
ち
で
、
神
人
・

神
願
・
神
元
・
神
官
・
仕
官
・
地
官
・
侍
官
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

内
成
で
は
神
家
（
ジ
ン
ガ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
筆
者
は
石
積
み
の
棚

田
を
造
成
す
る
共
同
作
業
に
こ
の
神
家
の
組
織
が
働
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。
昭
和
四
六
年
、
当
時
別
府
青
山
局
校
の
小
玉
洋

美
氏
は
、
現
地
内
成
の
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
さ
れ
、
「
内
成

の
民
俗
（
一
大
二
）
」
（
大
分
県
地
方
史
）
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
。
以
下

は
神
家
に
つ
い
て
の
引
用
で
あ
る
。

＊
「
古
来
よ
り
神
社
の
祭
典
は
村
内
十
五
軒
の
ジ
ン
ガ
（
神
家
）
に
よ
っ

　
て
執
行
さ
れ
、
ジ
ン
ガ
以
外
の
者
は
神
事
に
関
与
出
来
な
か
っ
た
。

　
昭
和
六
年
頃
に
み
こ
し
か
き
を
青
年
団
が
請
け
合
う
こ
と
に
な
り
、

　
ジ
ン
ガ
の
特
権
が
開
放
さ
れ
た
。
ジ
ン
ガ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

　
の
は
岩
木
の
岡
氏
、
カ
イ
ガ
ケ
の
平
野
氏
、
御
園
の
平
野
秀
永
氏
と

　
平
野
シ
ズ
カ
氏
、
梶
原
の
園
田
実
氏
と
園
田
登
氏
、
山
際
の
平
松
氏
、

　
太
郎
丸
の
後
藤
登
氏
、
勢
場
の
大
野
秀
永
氏
、
石
城
寺
の
杉
田
氏
、

　
中
の
迫
の
三
ヶ
尻
氏
、
勢
家
の
大
野
マ
モ
ル
氏
、
下
畑
の
生
野
氏
。

　
以
上
の
十
五
軒
で
あ
る
。
」
（
註
・
勘
定
す
る
と
十
五
軒
で
は
な
く
十

　
三
軒
）

＊
「
現
在
で
は
家
と
家
の
間
に
階
層
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
古
く
は
屋

　
敷
内
に
小
一
郎
神
を
祭
っ
て
あ
る
ジ
ン
ガ
と
呼
ば
れ
る
家
が
十
五
軒

　
あ
っ
た
。
氏
神
社
の
祭
礼
に
当
た
っ
て
特
権
を
有
し
て
い
た
家
々
で
、
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同
姓
の
家
々
の
本
家
筋
に
当
り
、
系
図
を
所
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

　
ら
系
図
元
と
呼
ば
れ
る
家
も
あ
る
。
屋
号
か
ら
み
る
と
オ
カ
タ
・
オ

　
モ
テ
と
呼
ば
れ
て
い
る
家
が
そ
れ
に
当
る
。
」

＊
「
ジ
ン
ガ
は
一
般
に
土
地
の
所
有
高
が
多
く
、
中
に
は
近
年
ま
で
名

　
子
を
所
有
し
た
家
も
あ
っ
た
。
他
村
か
ら
来
た
者
や
名
子
が
独
立
し

　
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
〈
入
り
百
姓
〉
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
分
家
が
独
立
し
て
村
入
り
を
し
て
も
本
家
の
統
制
を
離
れ
る
こ
と
は

　
あ
り
得
な
か
っ
た
。
姓
を
同
じ
く
し
て
い
る
家
の
こ
と
を
イ
ッ
ト
ウ

　
ニ
統
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
本
家
と
分
家
の
関
係
が
浮
か
び
上
っ

　
て
く
る
の
は
先
祖
祭
り
の
時
で
あ
る
。
座
元
が
回
り
順
に
な
っ
て
い

　
る
一
統
よ
り
も
、
固
定
し
て
い
る
一
統
の
方
が
よ
り
明
り
ょ
う
な
重

　
層
関
係
を
し
め
し
て
い
る
。
本
家
は
系
図
元
と
も
呼
ば
れ
、
正
月
の

　
中
旬
か
ら
二
月
に
か
け
て
系
図
祭
り
を
す
る
一
統
が
多
い
。
」

　
　
松
岡
実
氏
も
内
成
の
神
家
に
つ
い
て
昭
和
三
七
年
に
現
地
調
査
を

　
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
録
を
「
内
成
・
隠
山
総
合
調
査
報
告
」

　
（
昭
和
五
七
・
別
府
市
教
育
委
員
会
）
か
ら
引
用
す
る
と
次
の
通
り

　
で
あ
る
。

　
「
大
神
峰
神
社
に
は
、
神
家
十
八
軒
が
あ
る
が
、
神
家
は
、
神
社
に

　
奉
仕
す
る
特
定
の
家
で
、
神
事
は
す
べ
て
神
官
（
世
襲
神
官
　
神
尊

　
家
・
昭
和
三
七
年
当
時
は
岡
隼
瀬
氏
）
と
と
も
に
神
家
の
戸
主
で
行
っ

　
て
き
た
。
古
く
は
七
日
間
の
精
進
潔
斎
は
も
ち
ろ
ん
、
祭
典
中
は
Ｉ

　
週
間
布
団
持
参
で
神
社
に
詰
め
た
と
い
わ
れ
、
最
近
ま
で
は
神
輿
の

　
奉
仕
や
祭
事
の
世
話
万
端
は
、
神
家
の
特
権
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も

　
祭
典
中
は
玄
関
前
に
竹
を
立
て
シ
メ
ナ
ワ
を
張
っ
て
い
る
。
神
官
家

　
の
神
尊
勝
男
氏
に
よ
る
と
、
神
家
は
神
職
の
階
級
の
一
つ
で
神
官
を

　
補
佐
す
る
世
襲
の
家
柄
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
が
、
地
区
別
の
神

　
家
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
＊
　
勢
家
（
大
野
守
・
大
野
明
）
＊
中
の
迫
（
三
ケ
尻
定
彦
）
＊

　
　
　
　
太
郎
丸
（
後
藤
東
・
後
藤
守
永
・
後
藤
太
郎
馬
）
＊
岩
木

　
　
　
　
（
岡
長
喜
・
岡
成
喜
・
岡
隼
瀬
）
＊
御
苑
（
平
野
静
・
平
野

　
　
　
　
秀
永
）
＊
勢
場
（
大
野
守
）
＊
梶
原
（
杉
田
定
雄
・
平
松
豊

　
　
　
　
喜
・
園
田
稔
・
園
田
峰
古
）
＊
鎚
掛
（
平
野
弘
・
平
野
新
喜
）

　
　
　
　
以
上
汁
十
八
軒
」

　
神
家
の
数
が
小
玉
説
で
は
十
五
軒
（
具
体
的
な
家
の
名
で
は
十
三
軒
）

で
あ
り
、
松
岡
説
で
は
十
八
軒
と
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
地
調
査

の
際
の
古
老
た
ち
の
記
憶
違
い
に
も
よ
る
と
恵
わ
れ
る
が
、
伝
承
の
風

化
に
も
原
因
が
あ
ろ
う
。

　
宮
座
は
近
世
初
期
、
だ
い
た
い
十
五
世
紀
こ
ろ
よ
り
顕
著
に
な
っ
て

く
る
が
、
発
生
は
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
古
く
、
と
く
に
経
済
的
意
味

で
の
「
座
」
の
発
生
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
ら
し
い
。
官
座
の
そ
も
そ
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も
の
発
生
の
根
拠
が
、
神
社
と
自
分
だ
ち
と
の
関
係
を
誇
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
集
落
内
に
お
け
る
優
先
的
地
位
を
保
持
す
る
と
こ
ろ
に
あ

り
、
そ
こ
に
冨
貝
し
て
底
流
す
る
も
の
は
家
柄
で
あ
り
、
一
種
の
選
民

意
識
で
あ
る
欧
さ
れ
て
い
る
。
内
政
の
宮
座
が
中
世
に
起
源
を
も
つ
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
大
神
峰
神
社

が
大
正
の
兵
火
か
ら
再
興
さ
れ
た
江
戸
中
期
以
降
に
は
確
実
に
存
在
し

て
い
て
、
神
事
だ
け
で
は
な
く
村
の
支
配
的
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
内
政
の
棚
田
の
開
発
起
源
は
、
農
永
吉
の
デ
ー

タ
よ
り
も
さ
ら
に
古
く
、
少
な
く
と
も
中
世
中
期
以
前
に
遡
る
と
断
定

し
て
も
間
違
い
な
い
。
内
成
に
は
伝
承
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
宝
亀

年
間
（
七
七
〇
～
七
八
〇
）
仁
開
菩
薩
が
開
基
し
た
と
い
う
石
上
寺

（
石
城
寺
）
や
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
、
大
神
比
義
の
苗
裔
・
大
神
道
国

が
勧
請
し
た
と
い
う
大
神
峰
神
社
、
そ
し
て
七
佛
七
社
な
ど
が
代
表
的

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
は
歴
史
学
上
史
実
と
し
て
認
定
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
が
、
こ
の
地
域
に
古
く
か
ら
人
々
が
住
み
つ
い
て
集
落
を

形
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
古
代
人
々
は
永
の

あ
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
定
住
の
地
と
し
て
き
た
。
内
政
に
住
み
つ
い
た

人
々
は
石
城
寺
の
豊
富
な
湧
水
を
た
く
み
に
利
用
し
て
、
今
日
に
み
る

見
事
な
棚
田
を
造
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
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